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運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

　

く
に
び
き
管
内
各
所
で
８
月
16
日
頃
か
ら
、
早
期
米

の
刈
り
取
り
が
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。
今
年
は
高

温
に
よ
る
未
熟
米
や
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
多
発
に
よ
る

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
栽
培
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
野
町
で
水
稲
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
る
農
事
組
合

法
人
フ
ァ
ー
ム
お
お
の
未
来
（
玉
木
克
廣
代
表
理
事
組

合
長
・
１
５
５
名
）
は
、
８
月
19
日
か
ら
「
つ
き
あ
か
り
」

の
刈
り
取
り
を
開
始
し
、
当
日
は
約
30
ａ
の
圃
場
を
コ

ン
バ
イ
ン
１
台
で
次
々
と
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
か
り
は
、
極
早
生
の
良
食
味
が
特
徴
の
品
種

で
、
令
和
６
年
産
か
ら
本
格
的
に
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

当
日
作
業
を
実
施
し
た
岩
成
秀
夫
理
事
は
、「
今
年
は

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
に
よ
る
被
害
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
が
、
早
い
段
階
か
ら
し
っ
か
り
と
防
除
対
策
が

で
き
た
た
め
、
被
害
が
な
く
収
穫
を
迎
え
ら
れ
た
。
昨

年
の
反
省
を
活
か
し
て
今
年
の
栽
培
管
理
に
臨
ん
だ
の

で
、
品
質
の

良
い
米
が
で

き
て
い
れ
ば

と
思
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

米
の
収
穫

作
業
は
８
月

以
降
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
、

つ
や
姫
、
き

ぬ
む
す
め
と

収
穫
が
続
く

予
定
で
す
。

新
米
を
消
費
者
へ
お
届
け
！

　
　
管
内
で
早
期
米
の
刈
り
取
り
開
始

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

令和６年産米の刈り取りをスタート

初検査式で職員らに呼びかける越野本部長

注意深く米を観察する検査員

　

令
和
６
年
産
米
の
検
査
が
８

月
27
日
、
下
佐
陀
倉
庫
で
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
つ
き
あ

か
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
つ
や
姫

の
３
品
種
で
１
，
２
１
１
袋
を

検
査
し
ま
し
た
。

　

初
検
査
式
に
は
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
や
関
係
者
ら
約
２
５
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
越
野
浩

昭
本
部
長
が
「
酷
暑
が
続
き
、

生
育
や
刈
り
取
り
の
心
配
を
し

て
い
た
が
、
昨
年
の
６
７
７
袋

を
大
幅
に
超
え
る
米
が
出
荷
さ

れ
安
堵
し
て
い
る
。
高
温
に
よ

る
未
熟
米
や
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の

被
害
等
、
品
質
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
が
、
農
産
物
検

査
手
順
を
遵
守
の
上
、
適
正
に
検
査
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
検
査
手
順
や
出
荷
手
続
き
の
最
終

確
認
を
行
い
、
検
査

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

検
査
で
は
、
出
荷

さ
れ
た
米
袋
か
ら
サ

ン
プ
ル
の
玄
米
を
抜

き
取
り
、
粒
の
色
や

大
き
さ
、
水
分
含
有

量
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
等
級
の
格
付
け

を
行
い
ま
し
た
。

　

適
期
の
刈
り
取
り

に
努
め
、
高
品
質
米

の
出
荷
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

令
和
６
年
産
米
初
検
査
を
実
施
！

　
～
実
り
の
収
穫
始
動
～

花を買い求める来店者（JAグリーンつだ）

　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
（
か
わ

つ
・
つ
だ
）・
グ
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
プ
し
ん
じ
・
Ａ

コ
ー
プ
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

（
ふ
る
え
・
や
く
も
・
た

ま
ゆ
）
で
は
、
盆
前
の
８

月
11
日
・
12
日
に
花
市
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

各
店
舗
で
は
ア
ス
タ
ー
、
ス
タ
ー
チ
ス
、
ケ

イ
ト
ウ
、
ユ
リ
、
キ
ク
類
、
花
の
木
な
ど
切
り

花
や
枝
物
を
販
売
し
、
売
り
場
の
半
分
以
上
を

花
々
が
占
め
ま
し
た
。
両
日
と
も
、
オ
ー
プ
ン

前
か
ら
行
列
が
で
き
、
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
色

と
り
ど
り
の
切
り
花
を
買
い
求
め
る
来
店
者
で

店
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

来
店
者
は
、「
切
り
花
や
苗
の
品
揃
え
が
良

く
、
価
格
も
手
ご
ろ
な
の
で
日
頃
か
ら
利
用
し

て
い
る
。
今
年
の
盆
は
久
し
ぶ
り
に
人
が
集
ま

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
両
手
に
い
っ

ぱ
い
の
花
を
抱
え
な
が
ら
、
笑
み
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
つ
だ

の
板
垣
洋
伸
店
長

は
「
多
様
な
花
を

多
数
用
意
で
き
る

よ
う
、
こ
の
花
市

に
向
け
て
生
産
者

と
と
も
に
準
備
を

し
て
き
た
。
今
年

も
多
く
の
方
に
お

買
い
求
め
い
た
だ

き
嬉
し
く
思
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

お
盆
恒
例
の
花
市
開
催

　
　
～
切
り
花
が
豊
富
に
並
ぶ
～
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運
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５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

〔単位：円（税込）/30kg袋、（　）内は令和5年産出荷時概算金対比〕

米生産者のみなさまへ米集荷目標9
万3千袋

※１等米品質区分は、1.9㎜ふるい目は「1.9上」、1.85㎜ふるい目は「基準」となります。
※この価格表はくにびき地区本部に該当する品種についてのみ掲載しております。

令和6年産米概算金が決定

令和５年産島根米最終精算について
令和５年産島根米共同計算は、ただいま最終の締めを行っています。
生産者のみなさまへの最終精算金は、最低でも200円/30kg（税込）を予定しています。
生産者のみなさまへの振込は、年内のなるべく早い時期に行います。
　※契約栽培等、一部該当しない場合がありますのでご承知おきください。
　※令和６年３月28日に、生産者支援として125円／30kg（税込）、最終精算前渡金として125円／30kg（税込）支払いを行っております。

©よい食P

ＪＡに１袋でも多く出荷いただきますようお願いします！

目標数量 集荷袋数 目標数量対比
93,000 5,755 6.19%

令和6年９月3日現在

※各品種の数量には加工用米を包含していません。

品種名 申出数量 集荷数量 等　　級 １等米比率 申出数量対比 昨年同期（９月1日）
１等 ２等 ３等 集荷数量 １等米比率 申出数量対比

う
る
ち

ハ ナエチゼン － － － － － － － 383 85.90% 8.60%
つきあかり 11,455 3,530 3,125 388 17 88.5% 30.82% 1,954 22.10% 34.98%
コシ ヒカリ 20,642 710 19 509 182 2.7% 3.44% 1,455 7.80% 6.63%
きぬむすめ 40,298 0 0 0 0 － 0.00% 0 0.00% 0.00%
つ や 姫 22,639 1,515 1,507 0 8 99.5% 6.69% 772 54.70% 4.03%
そ の 他 2 0 0 0 0 － 0.00% 0 0.00% 0.00%
う る ち 計 95,036 5,755 4,651 897 207 80.8% 6.06% 4,564 28.40% 4.99%

も    ち 1,006 0 0 0 0 － 0.00% 0 0.00% 0.00%
合    計 96,042 5,755 4,651 897 207 80.8% 5.99% 4,564 28.40% 4.92%

（単位：袋・％）

申出数量 集荷数量 等　　級 １等米比率 申出数量対比１等 ２等 ３等
加 工 用 米 213 0 0 0 0 － 0.00%

令和6年産米集荷状況

くにびき地区本部

集荷状況は
こちらから

品種� 等級 1等 2等 3等
つきあかり 7,950（+2,300） 7,750（+2,300） 7,250（+2,300）

コシヒカリ 1.9上 8,400（+2,300） 8,100（+2,300） 7,600（+2,300）基準 8,300（+2,300）

つや姫（特別栽培米 ST） 1.9上 8,700（+2,200） 8,400（+2,200） 7,650（+2,200）基準 8,600（+2,200）

つや姫（特別栽培米） 1.9上 8,600（+2,200） 8,300（+2,200） 7,650（+2,200）基準 8,500（+2,200）

きぬむすめ 1.9上 8,300（+2,200） 8,000（+2,200） 7,500（+2,200）基準 8,200（+2,200）
その他うるち（一般米扱い） 6,500（+1,550） 6,300（+1,550） 5,800（+1,550）
銘柄もち （一般米扱い） 7,250 （+750） 6,800 （+750） 6,300 （+750）
その他もち （一般米扱い） 6,750 （+750） 6,300 （+750） 5,800 （+750）
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（左から）越野本部長、山根副市長、清水会長、中村副本部長

意見交換会の様子

（農）ファーム志和の概況について説明する高木理事組合長と説明を聞く会員の皆さん

グループで百姓百品㈱の出荷調整作業を行う様子を見学する会員の皆さん

Ｅ
Ｃ
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ス
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ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
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間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

　

松
江
市
農
政
会
議
（
清
水
秋
廣
会
長
・
２
，

６
５
０
名
）と
く
に
び
き
地
区
本
部
は
８
月
６
日
、

松
江
市
役
所
を
訪
問
し
、
鳥
獣
害
対
策
に
係
る
支

援
措
置
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
要
望
書
は
、
イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め
と
し
た
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
増
加
し
て
お

り
、
営
農
意
欲
の
低
下
や
離
農
を
引
き
起
こ
す
要

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
護
柵
購
入
の
助

成
額
増
額
や
助
成
対
象
の
拡
充
な
ど
、
松
江
市
に

お
け
る
「
防
除
施
設
整
備
事
業
」
に
よ
る
支
援
拡

充
と
、
松
江
市
な
ど
行
政
機
関
や
農
家
お
よ
び
同

農
政
会
議
、
当
地
区
本
部
な
ど
の
関
係
機
関
の
連

携
に
よ
る
有
害
鳥
獣
対
策
の
更
な
る
強
化
を
要
望

す
る
も
の
。

　

当
日
は
、
清
水
会
長
と
当
地
区
本
部
の
越
野
浩
昭
本
部
長
、
中

村
隆
副
本
部
長
な
ど
Ｊ
Ａ
関
係
者
４
名
、
松
江
市
か
ら
山
根
幸
二

副
市
長
と
桑
垣
宏
二
産
業
経
済
部
長
な
ど
４
名
が
出
席
。
は
じ
め

に
、
清
水
会
長
と
越
野
本
部
長
が
山
根
副
市
長
に
本
要
望
書
を
手

渡
し
、
清
水
会
長
が
「
以
前
よ
り
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
防
護
柵

を
設
置
す
る
助
成
等
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
資
材
費
高
騰
か

ら
農
業
経
営
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
是
非
と
も
支
援
を
い
た
だ

き
た
い
」
と
要
請
。
続
い
て
、
越
野
本
部
長
が
「
国
消
国
産
・
地

消
地
産
を
深
耕
す
る
た
め
に
は
農
業
生
産
基
盤
の
拡
充
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
生
産
の
支
援
措
置
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
」
と
意
見
し
、
要
望
書
の
内
容
や
近
年
の
農
業
情
勢
等
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
根
副
市
長
は
「
現
在
行
っ
て
い
る
支
援
状
況
の
確
認
と
課
題

に
つ
い
て
、
改
め
て
喫
緊
で
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
助
成
金
に

つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
活
用
策
な
ど
Ｊ

Ａ
や
関
係
組
織
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
対
策
に
つ
い

て
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

鳥
獣
害
対
策
に
か
か
る
支
援
措
置
に
つ
い
て
要
望

　
　
　
～
松
江
市
農
政
会
議
～

　

く
に
び
き
農
業
法
人
会
（
岸
本
定
朝
会

長
・
19
法
人
）
は
８
月
８
日
・
９
日
、
視

察
研
修
を
実
施
し
、
会
員
と
事
務
局
16
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
研
修
は
、
近
年
の
担
い
手
不
足
等
に

よ
る
課
題
に
対
し
て
、
法
人
間
や
広
域
で

の
連
携
を
身
近
に
感
じ
、
様
々
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

る
も
の
。

　

初
日
は
、
愛
媛
県
西
予
市
野
村
町
の
百
姓

百
品
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、
各
法
人
の
代
表

者
よ
り
事
業
内
容
や
む
ら
づ
く
り
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。　

二
日
目
は
、
広
島
県
東
広
島
市
に
あ
る

（
農
）
フ
ァ
ー
ム
志
和
を
訪
問
。
高
木
昭
夫

理
事
組
合
長
か
ら
経
営
概
況
や
課
題
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し

ま
の
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
平
賀
八
州
セ
ン

タ
ー
長
が
「
集
落
営
農
法
人
の
連
携
・
再

編
・
広
域
化
」
と
題
し
、
㈱
フ
ァ
ー
ム
サ

ポ
ー
ト
広
島
中
央
で
行
っ
て
い
る
法
人
間

連
携
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
義
。
続

い
て
、
広
島
県
農
林
水
産
局
就
農
支
援
課

の
田
澤
直
子
主
査
よ
り
、
①
広
島
県
の
集

落
法
人
の
連
携
に
よ
る
効
率
化
②
近
隣
の

担
い
手
の
育
成
と
連
携
③
地
域
外
の
担
い

手
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
、
事
例
を
元
に

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
自
分
た
ち
が
抱
え
る
課
題

の
参
考
に
大
い
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

む
ら
づ
く
り
や
法
人
合
併
・
広
域
連
携
法
人
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
！

　

  

～
く
に
び
き
農
業
法
人
会
～

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。
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く
に
び
き
地
区
本
部
は
７
月
29
日
、

当
地
区
本
部
の
会
議
室
で
、
奥
名
昭
一

さ
ん
（
西
川
津
町
）
の
功
労
者
表
彰
式

を
行
い
、
越
野
浩
昭
本
部
長
と
中
村
隆

副
本
部
長
、
松
江
・
八
束
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
の
矢
野
雄
一
郎
会

長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

奥
名
さ
ん
は
、
平
成
３
年
の
松
江
・
八
束
キ
ャ
ベ
ツ
部
会

設
立
時
よ
り
会
長
を
務
め
、
令
和
６
年
度
役
員
改
選
で
退
任

さ
れ
る
ま
で
の
33
年
間
会
長
と
し
て
部
会
を
け
ん
引
。
そ
の

間
美
味
し
ま
ね
認
証
取
得
や
運
賃
高
騰
対
策
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
、
松
江
市
揖
屋
干
拓
地
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
西
日
本
有
数
の

産
地
と
し
て
育
て
上
げ
た
功
績
を
讃
え
、
功
労
者
と
し
て
表

彰
し
ま
し
た
。
奥
名
さ
ん
は
「
干
拓
地
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
が
一

番
の
産
品
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
設
立
か
ら
長
い
間
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
間
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ

て
、
中
国
四
国
農
政
局
か
ら
の
団
体
表
彰
や
個
人
表
彰
等
さ

ま
ざ
ま
な
賞
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

越
野
本
部
長
は「
奥

名
さ
ん
の
技
術
や

背
中
は
、
若
手
の

鏡
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。

当
地
区
本
部
と
し

て
も
、
奥
名
さ
ん

が
種
を
蒔
い
て
育

て
ら
れ
た
く
に
び

き
キ
ャ
ベ
ツ
を
精

一
杯
振
興
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

「
く
に
び
き
キ
ャ
ベ
ツ
」発
展
の
功
労
者

　
　
奥
名
昭
一
さ
ん
を
表
彰

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

　

燦
燦
会
や
く
に
び
き
資
産
管
理
協
議
会
の

会
長
を
務
め
、
元
く
に
び
き
地
区
本
部
理
事

で
あ
る
松
浦
嘉
昭
さ
ん
（
黒
田
町
）
が
、
松

江
市
と
姉
妹
都
市
の
兵
庫
県
宝
塚
市
よ
り
、

「
宝
塚
市
大
使
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。（
令

和
11
年
５
月
31
日
ま
で
）

　

松
浦
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
か
ら
松
江
市
と

宝
塚
市
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
尽
力
し
、
両
市

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
や
関
係
者
の
協

力
体
制
の
確
立
に
貢
献
。
ま
た
、
松
江
市
八

束
町
で
生
産
さ
れ
る
牡
丹
が
宝
塚
市
に
伝
来

し
て
い
た
こ
と
を
平
成
９
年
に
当
時
の
宝
塚

市
長
へ
紹
介
し
、
宝
塚
市
立
長
谷
牡
丹
園
の

栽
培
支
援
も
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に

今
年
４
月
に
は
、
八
束
町
で
見
つ
か
っ
た
貴

重
な
明
治
時
代
の
「
牡
丹
品
種
カ
タ
ロ
グ
」

を
修
復
し
、
宝
塚
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
19
日

に
は
、
松
浦

さ
ん
を
く
に

び
き
地
区
本

部
に
招
き
、

越
野
浩
昭
本

部
長
か
ら
宝

塚
市
大
使
就

任
の
お
祝
い

を
贈
呈
し
、

懇
談
し
ま
し

た
。

松
浦
嘉
昭
さ
ん
が

宝
塚
市
大
使
に
就
任
！

（左から）中村副本部長、矢野会長、奥名さん、越野本部長

4月12日に行われた「牡丹品種カタログ」贈呈式（宝塚市にて） 
（左から）越野本部長、松浦さん、山﨑晴恵宝塚市長、井上輝俊副市長

松
浦
さ
ん

　

Ｊ
Ａ
と
は
牡
丹
の
方
で
ご
縁
が
あ

り
、
４
代
前
の
宝
塚
市
長
が
牡
丹
に

興
味
を
も
た
れ
、
牡
丹
園
を
作
る
際

に
Ｊ
Ａ
や
当
時
の
八
束
町
長
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
た
経
過
が
あ
り
ま

す
。

　

牡
丹
と
い
う
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け

が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
う
い
う
形
で

交
流
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
最

近
も
明
治
時
代
の
カ
タ
ロ
グ
が
出
て

き
て
、
そ
の
中
に
今
も
現
存
す
る
品

種
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
縁
と

い
う
も
の
は
ど
こ
で
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
半
世
紀
に

渡
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々

の
お
力
を
借
り
な
が
ら
今
日

ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
や
は
り
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
一
番
大

事
で
、
そ
こ
に
行
き
着
く
ま

で
、
お
互
い
が
本
当
に
信
頼

し
合
う
中
で
や
っ
て
い
か
な

い
と
な
か
な
か
で
き
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
歴
代
の
宝

塚
市
長
さ
ん
と
お
付
き
合
い

を
し
て
、
ま
だ
ま
だ
続
け
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
宝
塚
市
は
ダ

リ
ア
の
球
根
が
日
本
で
も
指
折
り
の

生
産
地
で
、
ダ
リ
ア
の
皆
さ
ん
と
縁

が
で
き
る
と
、
そ
の
縁
が
ま
た
少
し

ず
つ
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
と
い
う
傾
向

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
お
力
を

お
借
り
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

越
野
本
部
長

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
だ
け
で

な
く
、
ご
寄
付
等
も
含
め
宝
塚
市

と
の
交
流
に
ご
尽
力
さ
れ
、
松
江

市
と
の
つ
な
が
り
を
今
日
ま
で
太

く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
名
ば
か
り

の
姉
妹
都
市
で
は
な
く
、
実
の
あ
る

松
江
市
と
宝
塚
市
の
礎
を
築
か
れ

た
こ
と
が
、
大

使
と
い
う
形
と

な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
相

手
方
の
宝
塚
市

か
ら
大
使
と
さ

れ
る
の
は
大
変

な
名
誉
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
認
知

さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
は
私
ど

も
に
と
っ
て
も

嬉
し
く
、
誇
り

高
い
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
浦
さ
ん
が
長
年
Ｊ
Ａ
の
理

事
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
農

業
振
興
の
取
り
組
み
と
、
ご
経
験
が

寄
与
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

宝塚市大使
松浦嘉昭さん

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

（一部抜粋）
くにびき地区本部
越野浩昭本部長
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く
に
び
き
地
区
本
部
と
１
７
０
の
企

業
、
団
体
で
構
成
す
る
「
燦
燦
会
」（
松

浦
嘉
昭
会
長
）
は
７
月
24
日
、
ホ
テ
ル

一
畑
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
65
企
業

よ
り
１
２
７
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
当
地
区
本
部
が
地
元
企
業

や
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
事
業
の
発

展
と
相
互
の
交
流
を
図
る
目
的
で
平
成

28
年
11
月
に
設
立
。
講
演
会
や
企
業
見

学
会
な
ど
の
各
事
業
を
実
施
し
、
会
員

相
互
の
交
流
促
進
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
開
会
に
先
立
ち
、
松
浦
会
長
が
「
コ
ロ
ナ
が
５
類
に

移
行
し
、様
々
な
物
事
が
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
戻
っ
て
い
く
中
で
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
事
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
本

日
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
つ
な
が
り
を
よ
り
深
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
同
会
の
顧
問
で
も
あ
る
越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
本

日
の
セ
ミ
ナ
ー
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
も
た
ら
し
た
ご
縁
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
燦
燦
会
活
動
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
講
演
会
に
移
り
、
㈱
Ｈ
ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
代
表
取
締
役
で
ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
キ
ャ

プ
テ
ン
の
廣
瀬
俊
朗
氏
が
、「
自
分
を
ひ
ら
く
、
未
来
を
ひ
ら
く
」
と
題
し
て
講
演
。
組
織
の

心
を
ひ
と
つ
に
す
る
に
は
「
何
の
た
め
に
勝
つ
の
か
」
と
い
う
大
義
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
、
チ
ー
ム
と
し
て
勝
つ
こ
と
も
大
事
だ
が
、
も
っ
と
大
切
な
の
は
、「
何
の
た
め
に
勝
利

を
目
指
す
の
か
」
を
組
織
で
共
有
す
る
と
い
う
こ
と

を
、経
験
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
説
明
。
ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
教
育
・
食
・
健
康
な
ど
の
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
宮
崎
県
で
の
米
作
り
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
は
「
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
幅

広
い
活
動
は
圧
巻
。
と
て
も
良
い
講
演
で
参
考
に

な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

燦
燦
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

　
「
組
織
の
心
を
ひ
と
つ
に
」
つ
な
が
り
を
深
め
る

～くにびき地区本部の取り組み～組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

講演をする廣瀬俊朗さん

講演を聞く会員の皆さん

　

く
に
び
き
女
性
部
（
諏
訪
智
子
部
長
・

７
１
０
名
）
は
８
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
車
で
乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
、
63
名
が
受
診
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
診
は
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

受
診
者
は
、「
お
手
軽
な
料
金
で
検
診
が
受

け
ら
れ
て
あ
り
が
た
い
。
今
年
は
機
械
が
新
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
検

査
時
間
も
短
く
、
よ
り
受
診
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
乳
が
ん
検
診
を
実
施

  　
　
　
～
く
に
び
き
女
性
部
健
康
グ
ル
ー
プ
～

挨拶をする松浦会長挨拶をする越野本部長

講義を受ける学生

　

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大
は
８
月
７
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・

ｓ
ａ
ｎ
館
で
、「
知
っ
て
得
す
る
『
お
金
の
話
』」
講
座
を
実
施
し
、
合
計
24
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
く
に
び
き
地
区
本
部
統
括
支
店
金
融
課
の
奥
村
明
日
香
職
員

よ
り
、『
家
の
光
』
２
０
２
３
年
12
月
号
別
冊
付
録
の
「
得
す
る
お
金
10
の
習

慣
」
を
使
用
し
て
講
義
。
支
出
を
抑
え
る
生
活

習
慣
等
に
つ
い
て
、
お
金
に
ま
つ
わ
る
〇
×
ク

イ
ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
本
店
金
融
相
談
課
の
福
島
浩
司
職
員
が
、

「
は
た
ら
き
盛
り
世
代
か
ら
始
め
る
お
金
の
育
て

方
」
と
題
し
、資
産
形
成
の
必
要
性
や
税
制
優
遇
、

投
資
信
託
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、「
今
の
習
慣
を
見
直
す
良

い
機
会
に
な
っ
た
。
明
日
か
ら
で
も
実
践
し
た
い

と
思
う
」「
投
資
信
託
に
つ
い
て
難
し
く
考
え
て

い
た
が
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
っ
て
理

解
で
き
た
」「
自
分
に
合
う
資
産
形
成
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

資
産
形
成
に
つ
い
て
学
ぶ
！

　
サ
ン
サ
ン
女
子
大「
知
っ
て
得
す
る『
お
金
の
話
』」開
講
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く
に
び
き
青
年
連
盟
は
８
月
25
日
、
教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館
で
学
習
会
を

開
催
し
、
盟
友
と
新
規
就
農
者
、
島
根
大
学
の

学
生
ら
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
上
山
根
委
員
長
が
講
師
を
務
め
、

令
和
６
年
度
島
根
県
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
活
動
実
績
報
告
を
基
に
、「
食

農
教
育
」
に
つ
い
て
講
義
。
１
日
バ
イ
ト
「
ｄ

ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
の
活
用
方
法
や
松
江
市
内
の

農
業
情
勢
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
同
大
の
廣
田
沙
也
さ
ん
（
19
）
は
、

「
農
家
の
方
と
直
接
お
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

６
月
の
田
植
え
体
験
に
も
参
加
し
て
、
今
日
は

他
の
活
動
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動

に
も
参
加
し
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

上
山
根
委
員

長
は
、「
青
年
連

盟
の
食
農
教
育

を
盟
友
、
新
規
就

農
者
、
地
元
大
学

生
に
知
っ
て
も

ら
う
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
今

後
は
Ｊ
Ａ
職
員

や
、
農
業
に
興
味

の
あ
る
地
元
の

方
々
も
巻
き
込

ん
で
開
催
し
て

い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

　

く
に
び
き
青
年

連
盟
は
７
月
27

日
、
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・

ｓ
ａ
ｎ
館
で
、
初

め
て
の
「
夏
休
み

親
子
料
理
教
室
」
を
開
催
し
、
11
組
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
玉
湯
町
に
あ
る
製
菓
店
ｃ
ｏ

ｃ
ｏ
ｙ
ｕ
ｃ
ａ
（
コ
コ
ユ
カ
）
の
井
山
理
恵
代
表
を
講
師
に
迎

え
、
地
元
産
の
果
物
や
卵
・
野
菜
を
使
用
し
た
、
い
ち
ご
ソ
ー

ス
と
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ム
ー
ジ
ー
の
３
品
を

作
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
野
津
喜
洋
顧
問
が
「
夏
休
み
に
入
っ
て
親
子
の

触
れ
合
う
時
間
が
増
え
る
こ
の
機
会
に
、
青
年
連
盟
の
盟
友
が

育
て
た
地
元
産
の
食
材
を
知
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
料
理
を
す

る
こ
と
で
親
子
の
絆
を
よ
り
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
そ

の
後
、
準
備
さ
れ
た
材
料
と
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
、
親
子
で
一

緒
に
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
と
い
ち
ご
ソ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。ケ
ー

キ
を
作
っ
て
い
る
間
に
、
盟
友
が
持
参
し
た
地
元
野
菜
を
子
ど

も
た
ち
に
選
ん
で
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ム
ー

ジ
ー
を
作
り
、
井
山
講
師
が
事
前
に
作
っ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

と
一
緒
に
皆
で
食
べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、「
自
分
で

作
っ
た
ケ
ー
キ
を
家
族
皆
で
食

べ
る
の
が
楽
し
み
」「
野
菜
が
入
っ

た
ス
ム
ー
ジ
ー
も
美
味
し
か
っ

た
」「
日
頃
は
台
所
に
一
緒
に
立

て
な
い
の
で
、
一
緒
に
料
理
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

松
江
の
食
材
を
知
ろ
う
！

　
夏
休
み
親
子
料
理
教
室

越野本部長に報告する上山根委員長

　

県
内
に
あ
る
青
年
連
盟
の
組
織
を
対
象
に
、
Ｊ
Ａ
青

年
の
声
を
掘
り
起
こ
し
、
組
織
活
性
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
る
、
令
和
６
年
度

島
根
県
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
が
７
月
17
日
、
安
来
市
の
総
合

文
化
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
、
く
に
び
き
青

年
連
盟
の
上
山
根
有
史
委
員
長
が
「
組
織
活
動
実
績
発

表
」
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
上
山
根
委

員
長
は
、
同
連
盟
が
取
り
組
む
４
つ
の
食
農
教
育
活
動

つ
い
て
発
表
。「
食
農
教
育
」
が
「
食
」
と
「
農
」
に

興
味
を
持
ち
、フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
機
会
で
あ
り
、

地
域
農
業
の
活
性
化
や
食
料
自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
を
ま
と
め
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
に
は
、
上
山
根
委
員
長
が
地
区
本
部
を

訪
れ
、
越
野
浩
昭
本
部
長
に
結
果
報
告
と
12
月
の
中

国
四
国
大
会
へ
の
意
気
込
み
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

上
山
根
委
員
長
は
「
今
ま
で
の
盟
友
に
よ
る
日
々
の

積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ
て
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ぜ
ひ
、
全
国
大
会
を
目
指
し
て
中
国
四
国
大
会
に
も

臨
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
越
野
本
部
長
は
、「
農

業
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
食
農
教
育
が

改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
く
に
び
き
青
年
連
盟
は

以
前
か
ら
食
農
教
育
に

力
を
入
れ
継
続
的
に
活

動
を
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
全
国
大
会
に
出
場

し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

上
山
根
委
員
長
は
、

12
月
12
日
に
徳
島
県
で

開
か
れ
る
中
国
四
国
地

区
青
年
大
会
へ
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
青
年
大
会「
最
優
秀
賞
」受
賞
を
報
告
！

食
農
教
育
や
農
業
情
勢
に
つ
い
て
学
ぶ

　
盟
友
に
よ
る
学
習
会
を
開
催

学習会の様子

完成したいちごソースとシフォンケーキ

一緒に料理を楽しむ親子

挨拶をする野津顧問挨拶をする井山講師

く
に
び
き
青
年
連
盟
の
活
動

（
上
山
根
有
史
委
員
長
・
75
名
）

19 2024.9 2024.9

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報



子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
食
品
で
支
援

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
し
ま
ね
あ
っ
た
か
元
気
便

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
開
催
！

　

～
宍
道
支
店
運
営
委
員
会
～

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

箱詰めされた食品の
受け渡しをする様子生鮮野菜を選ぶ様子

集まった食品を前にする大木理之事務局長と諏訪部長

ビアガーデンを楽しむ来場者 焼き鳥を販売する支店運営委員と支店職員

　

く
に
び
き
地
区
本
部
が
構

成
団
体
と
し
て
参
画
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活

動
）
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
し

ま
ね
あ
っ
た
か
元
気
便
（
春

日
邦
宣
理
事
長
）
は
８
月
22

日
、
津
田
支
店
と
大
庭
公
民

館
、
大
輪
こ
ど
も
ハ
ウ
ス
の

３
会
場
で
、
松
江
市
内
の
小
・

中
学
生
を
抱
え
る
生
活
困
窮

世
帯
（
就
学
援
助
世
帯
）
へ

米
や
菓
子
等
の
食
品
の
無
料

提
供
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
の
み
ん
な
で
育
て

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
個
人
や
団
体
、
企
業
か
ら
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
米
等
の
食
品
を
、
就
学
援
助
世
帯
の
子

ど
も
た
ち
と
家
族
に
提
供
し
、「
元
気
」
と
「
安
心
」
を
届

け
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
５
６
世
帯
か
ら
の
申
請
が
あ
り
、
当
日
は
家
族

構
成
に
応
じ
て
箱
詰
め
し
た
米
や
食
品
等
を
２
３
１
世
帯
へ

手
渡
し
、
３
２
５
世
帯
へ
配
送
し
ま
し
た
。
春
日
理
事
長
は

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
家
族
が
、
元
気
に
安
心
し
て
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

宍
道
支
店
運
営
委
員
会
（
伊

原
幸
俊
委
員
長
）
は
７
月
27
日
、

恒
例
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
同
支

店
の
駐
車
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
土
曜
日
開
催
と
な
り
、

多
く
の
地
域
住
民
が
訪
れ
、
例

年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

　

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
、
宍
道
町

内
に
あ
る
氷
川
神
社
の
「
祇
園

祭
」（
れ
ん
げ
さ
ん
）
に
合
わ
せ

て
開
催
。
当
日
は
、
支
店
職
員

や
支
店
運
営
委
員
ら
が
生
ビ
ー

ル
や
焼
き
鳥
、
町
内
産
の
カ
ッ

ト
ス
イ
カ
や
野
菜
な
ど
を
販
売
。

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
思

い
思
い
に
暑
い
夏
を
楽
し
み
な

が
ら
、
夜
空
に
浮
か
ぶ
花
火
を

眺
め
ま
し
た
。

　

伊
原
委
員
長
は
「
と
て
も
暑

い
日
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に

来
場
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
う
。

今
後
も
地
域
と
連
携
し
地
域
を

活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

来
場
者
は
「
今
年
も
花
火
や

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
豊
富
な
飲
食
ブ
ー
ス
が
あ

り
楽
し
め
た
」
と
満
足
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

～くにびき地区本部の取り組み～地域活性化に向けた地域貢献活動に取り　組んでいます。

「
く
に
び
き
女
性
部

　
ひ
と
り
一
品
運
動
」

ご
協
力
の
報
告
と
お
礼

　

く
に
び
き
女
性
部
員
が
玄
米
や

菓
子
等
の
食
品
を
持
ち
寄
り
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
寄
贈
し
支
援
す
る
「
ひ

と
り
一
品
運
動
」。
７
月
17
日
（
水
）

か
ら
31
日
（
水
）
に
か
け
て
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

食
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
女
性
部

　

部
長　

諏
訪 

智
子

「
お
米
の
ご
寄
付
」
ご
協
力
の
お
礼

　

組
合
員
組
織
等
へ
の
お
声
掛
け
や
、
し
ま
ね
び
よ
り
７
月

号
に
て
お
米
の
ご
寄
付
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
多
く

の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
地
区
本
部　
　
　
　
　
　

本
部
長　

越
野　

浩
昭　
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東
津
田
町
の
池
田
仁

志
さ
ん
は
、
法
務
省
が

主
唱
す
る
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
に
賛

同
し
、
今
年
も
本
運
動

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ヒ
マ
ワ
リ
を
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
つ
だ
職

員
の
指
導
で
栽
培
し
ま
し
た
。
咲
い
た
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
17

年
以
上
前
か
ら
毎
年
、
松
江
地
区
保
護
司
会
に
寄
贈
し
て

い
ま
す
。

　

７
月
22
日
に
は
、
く
に
び
き
地
区
本
部
の
中
村
隆
副
本

部
長
を
は
じ
め
、
保
護
司
会
や
松
江
保
護
観
察
所
、
津
田

支
店
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
つ
だ
な
ど
か
ら
25
名
の
有
志
が
池

田
さ
ん
の
圃
場
に
集
い
、
大
輪
を
咲
か
せ
た
鮮
や
か
な
レ

モ
ン
色
の
品
種
「
サ
ン
リ
ッ
チ
レ
モ
ン
」
の
刈
り
取
り
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
中
村
副
本
部
長
は
「
今
年
も
池
田
さ
ん
に
栽
培

管
理
を
お
世
話
に
な
り
、
綺
麗
な
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
の
思
い
を
ヒ
マ
ワ
リ
と
一
緒
に

受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
今
後
も
地
区
本
部
と
し
て

こ
の
運
動
の
活
動
に
協
力
し
、
積
極
的
に
参
加
を
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
刈
り
取
っ
た
約

１
，５
０
０
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
を
、
２
～
３
本
で
１
束
に
し
、

松
江
市
役
所
前
で
来
庁
し
た
市
民
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
「
本
運
動
に
対
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と

こ
の
活
動
を
始
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
今
年
も
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ヒ
マ

ワ
リ
を
配
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

松
江
保
護
観
察
所
の
三
宅
清
信
所
長
は
「
池
田
さ
ん
を

は
じ
め
、
地
域
の
様
々
な
方
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
大
変

あ
り
が
た
く
思
う
。
今
後
も
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

ヒ
マ
ワ
リ
で
社
会
を
明
る
く

　
　
　
～
更
生
保
護
活
動
に
取
り
組
む
～

　

く
に
び
き
花
卉
生
産
組
合
（
若
林
大
徳
組

合
長
・
12
名
）
は
８
月
１
日
、
東
朝
日
町
に

あ
る
松
江
認
定
こ
ど
も
園
（
あ
さ
ひ
園
）
の

年
長
５
歳
児
き
り
ん
組
ク
ラ
ス
の
園
児
18
名

に
、ヒ
マ
ワ
リ
の
花
育
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
園
児
に
花
を
育
て
る

喜
び
や
愛
着
を
持
っ
て
生
活
の
中
で
花
を
身

近
に
感
じ
て
欲
し
い
と
、
同
組
合
の
和
田
稔

さ
ん
が
く
に
び
き
地
区
本
部
と
一
緒
に
平
成
30
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
に
和
田
さ
ん
と
園
芸
特
産
課
の
山
根
敏
行
課
長
が
同
園
を
訪
れ
て
園
児

と
一
緒
に
種
ま
き
を
行
い
、
そ
の
後
園
児
た
ち
が
水
や
り
、
葉
欠
き
な
ど
管

理
を
し
て
立
派
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
様
に
、
玄
関
等
で
家
族
と
一
緒
に
観
賞
し
て
も
ら
い
や
す
い
よ

う
、
上
向
き
に
咲
き
花
粉
が
落
ち
に
く
い
品
種
「
サ
ン
リ
ッ
チ
ア
ッ
プ
オ
レ

ン
ジ
」
を
栽
培
。
園
児
た
ち
は
満
開
に
咲
い
た
ヒ
マ
ワ
リ
を
手
に
し
、「
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
早
く
見
せ
た
い
」「
家
の
玄
関
に
飾
っ
て
も
ら
う
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

同
園
の
池
田
亜
矢
子
保
育
士

は
「
ヒ
マ
ワ
リ
を
育
て
る
こ
と

で
花
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。

種
ま
き
か
ら
成
長
を
園
児
と
一

緒
に
経
験
で
き
て
良
か
っ
た
。

ぜ
ひ
今
後
も
継
続
し
て
お
願
い

し
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

和
田
さ
ん
は
「
花
を
育
て
る
中

で
、
花
を
身
近
に
感
じ
、
興
味
を

も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
活
動
を

続
け
て
い
る
。
一
輪
で
も
玄
関
や

部
屋
に
花
を
飾
っ
て
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

園
児
に
ヒ
マ
ワ
リ
で
花
育
活
動

　
～
く
に
び
き
花
卉
生
産
組
合
～

ヒマワリを刈り取る園児と和田さん

ヒマワリを手にする池田さん

参加した中村副本部長(前列右から４番目)と池田さん(前列左から５番目）、参加者の皆さん

（後列左から）池田保育士、山根課長、和田さん、三原豊園長

地域活性化に向けた地域貢献活動に取り　組んでいます。
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新米キャンペーン新米キャンペーン

ご注文・お問い合わせは 米穀畜産課　TEL：0852-55-3038

松江市内で生産者の皆様が愛情込めて育てたお米をカントリー
エレベーター稲蔵でゆっくりと送風乾燥した中から、より良い食
味で高品質なお米を厳選した今摺り米です！

3,200円3,200円

無洗米
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11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

今年も美味しい新米ができました。ぜひ、ご賞味ください。

くにびき地区本部

詳しくは
こちらから

対 象 品 種 うるち米の「つきあかり」「コシヒカリ」
「つや姫」「きぬむすめ」

対 象 規 格 1～3等の規格品
※規格外品は対象外とします。

対 象 期 間 令和6年12月末日までの出荷分

対 象 期 間

対 象 品 目

還 元 額 100万ポイント　※1ポイント１円
※上限に達した場合出荷数量で案分します。

支 払 時 期 令和7年２月～３月

手 　 　 続 特に手続きは必要ありません。

10月19日(土)～11月17日(日) ※予定数量になり次第、終了とさせていただきます。

還 元 額 350万円

〈業績還元とは〉
　JAしまねでは、各地区本部の事業活動の実績に対し、業績（経営成果）に応じた還元措置を講じており、その名称を「業
績還元」と呼んでいます。令和6年度の業績還元総額は、５月理事会で決定し、JAしまね全体で5,000万円、うち、く
にびき地区本部は600万円の還元額です。なお、業績還元の使途は、各「地区本部運営委員会」の専決事項です。

　1. 米出荷奨励
　「うるち米」の令和6年産米出荷数量のうち、令和5年産米出荷実績を上
回った出荷数量に対し、出荷奨励として1袋（30㎏）当たり総合ポイント「１００
ポイント」を付与します。

　2. 肥料農薬２割引セール ＪＡグリーン／グリーンショップ
５店合同企画

※1人あたりの割引対象数量は、肥料10袋、農薬は5本・5袋までとします。

令和6年 くにびき地区本部 業績還元令和6年 くにびき地区本部 業績還元

肥　　　 料 ・A801・S604・ホウ素入野菜美人・化成肥料14-14-14・ふりかけ堆肥・サンライム・JAの土・苦土石灰(粒・粉)・畑のカルシウム・牛糞堆肥
殺虫・殺菌剤 ・ダイアジノン粒5・ジェイエース粒剤・プロポーズ顆粒水和剤

除　 草　 剤 ・トレファノサイド粒2.5・ラウンドアップマックスロード(各規格）
・バスタ液(各規格）

限定
700袋

期間：9月18日(水)～10月18日(金) 
※10月上旬から最寄りの支店窓口でのお渡しとなります
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（応募については最寄りの支店までお問合せください）
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くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理

今月の
料理人

東出雲支部のみなさん（左から）

・前島さき子 さん
・森口　順子 さん

ニンニク＆ショウガをきかせた「元気もりもりライス」は、夏の疲れがたまり体
調を崩しやすい季節にぴったりな一品です。「ミルクゼリー」はみんなが大好き
な優しい味のデザートです。簡単で美味しいレシピで、残暑を乗り切りましょう！ 

元気もりもりライス（４人分）

ミルクゼリー（プリンカップ３～４個分）
粉ゼラチン…………………… １袋（５ｇ）
牛乳… …………………………… 200cc

水……………………………………50cc
砂糖… ……………………………… 40ｇ

①トッピング野菜を食べやすい大きさに切り、塩コショウで焼いておく。
②ニンニクとショウガをみじん切りにする。Ⓐも全てみじん切りにする。
③�鍋に油を入れ、ニンニクを炒めて香りがたったらショウガを入れてさらに炒める。
④�③にⒶと豚ひき肉を入れて全体をよく炒めたらⒷを入れてさらに炒め、最後
にゴマ油を入れる。
⑤器にご飯を盛り、④をのせる。周りに①の野菜を飾り付ける。
⑥付け合わせにゆで卵（または目玉焼き）を添える。

①粉ゼラチンを水でふやかしておく。
②�鍋に牛乳・砂糖を入れ弱火にかけながら混ぜる。温まり砂糖が溶けたら、
ゼラチン液を入れて全体を混ぜる。

③②をプリンカップに入れて粗熱をとったら、冷蔵庫に入れ冷やし固める。

作り方

作り方

元気もりもりライス、ミルクゼリー

作ってみませんか？作ってみませんか？

令和４年に付与された「おさいふカードポイント」
の有効期限は令和６年12月31日まで令和６年12月31日までです。
※対象となるポイントは、JAグリーン・グリーンショップ・Ａコー

プ店の店頭端末や支店窓口などでご確認いただけます。
※JAグリーン・グリーンショップでは、お買い物の際、１ポイント

１円でご使用できます。
会員
募集中

有効期限の

お知らせ

必ずご確認ください！

・ゼラチン液を沸騰させると固まりにくくなるため、注意してください。
・お好みで、ハーブやブルーベリージャムを添えてください。

ポイント

豚ひき肉（とり肉でもよい）……… 400ｇ
ニンニク……………………………… 20ｇ
ショウガ……………………………… 20ｇ
ご飯………………………… 茶碗４杯分
玉ねぎ（小）… ……………………1個　　
ピーマン（小）………………………１個　　
ニンジン………………………… 40ｇ　　
ゆで卵（付け合わせ用）… ……………4個
しょうゆ………………………小さじ２　　
豆板醬………………………小さじ２　　

油…………………………………… 少々
ゴマ油………………………………… 少々
塩…………………………………… 少々
コショウ……………………………… 少々

カボチャ
ピーマン
カラーピーマン
ナス　など

お好みのトッピング野菜
（適量）
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10月17日木・18日金10月 ふれあい訪問日

※各相談とも無料で
　お受けしています。1010

○くにびき統 括 支 店ローンセンター で は、 土 曜 日 
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。

※10月の土曜営業日は12日、26日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

  10月15日火ねんきん感謝デー

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間

8 火 税 務 相 談 会 津 田 支 店（TEL：24-1818）10：00～12：00

9 水 税 務 相 談 会 統 括 支 店（TEL：55-3028）10：00～12：00

Ⓐ

Ⓑ
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永年お世話になり、
ありがとうございました。

令和６年８月31日付

定年退職者
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新部署・役職 氏　名 旧部署・役職
本店　総務部　総務課 吉野　絵里 松江東ブロック　川津支店　業務係

企画総務部　人事課　課長 曽田　周嗣 本店 金融部　金融企画課　課長 兼　融資管理センター

●本店・地区本部間異動

新部署・役職 氏　名 備　考
営農経済部　生活総合課　自動車センター 井上　和之 定年再雇用

企画総務部付（JA全農島根農機サポート株式会社出向） 佐々木洋二 定年再雇用

●採用

新部署・役職 氏　名 旧部署・役職
営農経済部　次長 川谷　勇策 企画総務部　人事課　課長

営農経済部　営農企画課 山田　弘樹 松江南ブロック　八雲支店　業務係

営農経済部 営農企画課　担い手サポートセンター　新規就農支援係 福島　一樹 営農経済部　営農企画課

営農経済部 産直資材課 JAグリーンかわつ 宮久　　恵 営農経済部 産直資材課 JAグリーンつだ

営農経済部 産直資材課 JAグリーンつだ 安部　里美 営農経済部 産直資材課 JAグリーンかわつ

営農経済部　米穀畜産課　係長 岩水　孝則 営農経済部 営農企画課　担い手サポートセンター　新規就農支援係

営農経済部　園芸特産課　八束特産事業所 石倉　哲也 営農経済部　園芸特産課　中海干拓営農センター

営農経済部　園芸特産課　中海干拓営農センター 門脇　　保 営農経済部　園芸特産課　八束特産事業所

営農経済部　生活総合課　資産相談センター　係長 周藤　　到 くにびき統括支店　ローンセンター　係長

くにびき統括支店　金融課 小林真理子 松江南ブロック　津田支店　業務係

くにびき統括支店　ローンセンター　センター次長 石倉浩一郎 くにびき統括支店　ローンセンター　センター長補佐

くにびき統括支店　ローンセンター　係長 鳥木　丈治 営農経済部　米穀畜産課　係長

くにびき統括支店　ローンセンター　係長 安田　浩平 営農経済部　生活総合課　自動車センター　係長

松江東ブロック　ブロック長（川津支店長兼務） 藤原　　武 松江東ブロック　川津支店　支店次長

松江東ブロック　川津支店　支店次長 黒崎美佐子 松江北ブロック　法吉支店　支店次長

松江東ブロック　川津支店　業務係 小村　典子 松江西ブロック　乃木支店　業務係

松江北ブロック　法吉支店　支店次長 田中　洋子 くにびき統括支店　ローンセンター　次長

松江北ブロック　法吉支店　業務係 田村　俊二 くにびき統括支店　共済課

松江北ブロック　古江支店　支店長 松尾　　勝 営農経済部　次長

松江北ブロック　古江支店　業務係 井ノ口真澄 くにびき統括支店　金融課

松江北ブロック　鹿島支店　業務係 野津　洋子 松江北ブロック　古江支店　業務係

松江南ブロック　津田支店　業務係 伊藤　　茜 松江南ブロック　東出雲支店　業務係

松江南ブロック　津田支店　業務係 角田ひとみ 松江西ブロック　乃木支店　業務係

松江南ブロック　津田支店　業務係 岩田真規子 松江南ブロック　八雲支店　業務係

松江南ブロック　八雲支店　業務係 野島　浩子 松江南ブロック　津田支店　業務係

松江西ブロック　乃木支店　業務係 高木　典子 松江西ブロック　宍道支店　業務係

●地区本部内異動

人事異動のお知らせ 令和６年９月１日付で、定期人事異動を発令しました。

古藤　昌希 井上　和之 佐々木洋二
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